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こども課の目標（令和３年度）自己評価書

こども課長 清宮 美雪

個別事業とその目標 達成度
目標達成の効果又は

達成できなかった理由等

１ 学校施設設備の整備及び公有地化の推進（庶務班）

学校施設は経年による老朽化が著しいことから、計画的に施設改修及び修繕を行う

ほか、今後の施設整備に関する検討（エレベーターの設置、体育館等へのエアコンの

導入等）を進めます。また、酒々井小学校においては、借地の公有地化に向けて、地

権者との交渉を積極的に進めます。酒々井中学校においては、グラウンド拡張整備に

あたり、事業計画の詳細な検討を進め、必要な用地の購入に向け、地権者の理解を得

るための事業説明等を行います。

２ 子ども教室の運営（子育て支援班）

令和2年度は小学校の休校からの年度スタ―トのため、実施できた月が10～12月のみ

となりました。令和3年度については、参加人数の調整や現場への情報共有を行い、よ

り多くの開催を目指して、安全に楽しく子どもたちの居場所を提供できるよう努めま

す。

４

３

第 6次町総合計画前期基本計画において、「教育環境の

整備」の施策のなかで、「学校施設長寿命化計画」に基づ

き、各小中学校の計画的な整備・改修と事前の予防修繕を

行います。との位置付けをしました。

併せて、酒々井小学校のグラウンド借地の公有化につい

ては、地権者への意向確認作業を文書により実施しまし

た。

また、酒々井中学校においては、グラウンド拡張整備に

向けて、地権者等からの理解を得られるように個別交渉を

継続しています。

令和 3年度についても、新型コロナウイルス感染症の影

響により実施できた月が 10～12 月のみとなりました。令

和4年度は昨年と同様に感染予防対策をしながら4月より

開催予定です。

達成度：R4.3.31の自己評価
５ 目標を完全に達成した。

４ 目標を概ね達成した。

３ 目標を一部達成した。

２ 目標をほとんど達成できなかった。

１ 目標をまったく達成できなかった。

様式１



2

３ 地域子ども・子育て支援事業の推進（子育て支援センター）

「子育て支援センターあいあい」を拠点とし、専門的な知見と利用者目線の双方の

視点から、切れ目のない支援を実施するため関係課との連携を図り、利用者が利用し

やすい施設の運用に努めます。

４

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響から地域子

育て支援拠点事業の利用者数や利用者支援事業の相談件

数は減少しましたが、乳幼児とその保護者の交流促進や育

児不安の軽減が図られました。また、保健センターとの連

携により、マタニティ・ママパパクラスの一部を「あいあ

い」で実施し、妊娠期からの施設利用を促進しました。

・ファミリー・サポート・センター事業では、昨年度より

会員数は増加しましたが、実施件数は減少しました。

・地域子育て支援拠点利用者(あいあい)延べ２，２７１人

(しょうえんこどもこそだてルーム)延べ７８７人

・利用者支援事業 相談件数 ４５４件

（巡回相談：保健センター乳幼児健診時 年９回・しょう

えんこどもこそだてルーム年２回実施）

・ファミリー・サポート・センター事業 利用会員６２名

協力会員２２名 両方会員６名 実施件数９０件


